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れんけいれんけい とと支援支援
地域医療支援病院 富山市民病院

　当院小児科は近隣地域の子ども達の健康管理のみならず、当院職員の子ども達の健康管理も担って
おります。また、本年４月からは富山市が運営する“まちなか総合ケアセンター”にできた病児保育
室に預けられた子ども達の全面的な健康管理も行っています。少子化の昨今に於いて小児科外来を訪
れる患者の数は年々減少しつつあり他の診療科に比べ地味な存在ですが、子ども達が健康を維持して
こそ家族が明るくいきいきと働くことができ現在及び未来に繋がる社会を創造できるとの信念で日々
診療にあたっております。
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Face to Face, Heart to Heart

地域の医療・保健・介護・福祉の方とともに、皆様の健康をお守りします。
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　皮膚・排泄ケア認定看護師とは、創傷やストーマ・排泄の看護分野において看護技術と知識を用いて、水準の高
い看護実践を行うことができる日本看護協会が認定した看護師を言います。
　現在地域の方々と一緒に行っていることは、褥瘡対策学習会を地域の病院や施設の方に公開し、褥瘡ケアについ
て一緒に学んでいます。この時に褥瘡ケアに関しての症例を持参され、ケア方法についてともに考えています。ス
トーマケアに関しては、ストーマを造設した患者さんが安心して在宅療養に移行できるように、退院後訪問を実施
しています。訪問看護師の方と同時に訪問をすることもでき、継続したケアが実施できています。
　昨年度から、褥瘡ケアに対して訪問看護の準備を整えました。真皮を超える褥瘡に対して専門性の高い訪問看護
を行いたいと考えております。訪問に関しては、事前の予約が必要となります。また、当院からストーマを造設し
て退院された患者さんに対して、訪問看護師の方を対象に相談お受けします。ストーマケアで困っていることや、
褥瘡に対しての訪問看護の依頼などございましたら、ふれあい地域医療センターまでご連絡をください。

「れんけいと支援」に関するお問い合わせは、ふれあい地域医療センターまでご連絡ください。
送付を希望されない方はお申し出ください。
TEL  076（422）1114 ／ FAX  076（422）1154
メールアドレス fureairenkei@tch.toyama.toyama.jp

ホームページ http://www.tch.toyama.toyama.jp/　がん・なんでも相談室：メールアドレス shien@tch.toyama.toyama.jp

編集後記 　上手に付き合っていかなくてはいけない病気や障がい。自分の病状や体力にあった仕事を見つ
けたいという方の為に、ハローワーク富山の出張相談が院内で実施されています。働きたい思い

への支援は、充実してきています。病気になったことで必要になる支援はたくさんあります。病院は病気の治療だ
けを行う場所ではなく、患者さんの生活全般を支えることを考え各方面の方々とつながり支援の手を広げていく役
割を担う場所でもあります。患者さんとの関係、関係方々との関係を大切にしていきたいと思います。

（精神デイケア科　中村里佳）

　本年４月から富山市まちなかに病児保育室がオープンしました。子どもが病気になって
も仕事を休まなくてもすむように、働くお母さんとしての女性がいきいきと暮らせる社会
を目指し設立されました。毎日まちなか病児保育室まで往診し診察しております。
　昨年度の当院小児科への入院は合計631人ありました。大きな変化としては、インフル
エンザ菌や肺炎球菌ワクチンなどの予防接種の拡大に伴い、肺炎・気管支炎の数のみなら
ず重症化する患者数も減少してきていることです。しかし一方、アレルギー疾患やてん
かんなどの神経疾患はむしろ増加してきています。このような背景もあり、より専門性の
高い医療を提供するために神経、循環器、アレルギーなどの専門外来での診療にも力を入
れております。
《メンバー》
　本年４月から、橋本　郁夫小児科部長、柴田　幸小児科医長、高﨑　麻美医師、加藤泰
輔医師の４人の常勤メンバーと２名の非常勤医師（山谷　美和医師、舌野　陽子医師）の
体制で行っております。 （文責　小児科　橋本郁夫）

Brand-new topicブランニュー  トピック

日本看護協会認定　　　 
皮膚・排泄ケア認定看護師

青木かずみ

左から 加藤医師、柴田医長、橋本部長、高﨑医師、舌野医師
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住み慣れた地域で、患者さんを支えたい！

（問い合わせ先）富山市民病院　ふれあい地域医療センター　TEL：076-422-1112（代）内線2989

作・病院ボランティア　篠崎佳子
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医師対象：腹部エコーハンズオンセミナー（初級）のご案内

★ふれあい地域医療センター　TEL：076-422-1112（代） 内線2989　FAX：076-422-1154（直）

　腹部エコーは腹部疾患の診療に欠かせない検査の１つです。また、近年では超音波診断装置の分解能、操作性
などが飛躍的に上昇し、初学者でも扱いやすい装置が増えています。今回は腹部エコーの走査法や評価ポイント
をハンズオン形式で解説します。

平成29年8月6日（日）14：00～16：30
富山市民病院　集団指導室（３階）　
（１）ミニレクチャー：「腹部症状を伴う疾患のエコー像」
（２）腹部エコーハンズオン
※個人指導となりますので、先着10名までとさせて頂きます。
　参加をご希望の方は、ふれあい地域医療センターまでご連絡ください。

日 時日 時
場 所場 所
内 容内 容

２. 内科ＣＰＣ
７月は開催がありません。

３. 富山地域リハビリテーション研修会
日時：７月７日（金）18：00～19：00
　　 （受付17：30～）
場所：講堂
●テーマ：地域包括ケアシステムの確立に向けて
●講　師：金城大学医療健康学部教授
　　　　　木林　勉先生（理学療法士）

４. 緩和医療委員会 学習会
日時：７月11日（火）17：45～18：45
場所：看護外来
●テーマ：疼痛マネジメント
●講　師：緩和ケア内科医師　桶口　史篤

 
５. 医療機器研修会

日時：７月25日（火）17：45～18：15
場所：医局カンファレンス室
●テーマ：やさしく学ぶ！わかりやすいNPPV
　　　　 （非侵襲的陽圧換気） 
●講　師：当院臨床工学技士　

　 
６. 糖尿病研究会定例学習会

日時：７月13日（木）17：45～18：30
場所：看護外来
●テーマ：糖尿病について
●講　師：内分泌代謝内科医師　清水　暁子

７. 接遇力向上研修会（体験学習）

日時：第１回目　７月７日（金）13：15～16：00
　　　（第１回目は申込み締切をしていますが、参加
　　　ご希望の場合は、お問い合わせください。）
　　　第２回目　7月28日（金）13：15～16：00
場所：講堂
●テーマ：トラブルを未然に防ぐ接遇力と院内
　　　　　コミュニケ―ション
●講　師：接遇向上委員会委員長
　　　　　医師　置塩　良政

※5分前には受付を済ませ、着席ください。

※２回とも同じ内容です。

※昨年度とほぼ同じ内容です。また、第１回と２回
とも同じ内容です。各施設２名程度の参加でお願
いいたします。なお第２回目の締め切りは、７月
1４日（金）です。現在までにお申し込みの分に
ついては、受理しております。

８. 褥瘡対策学習会
日時：７月28日（金）17：45～
場所：集団指導室
●テーマ：病院における褥瘡のマネジメント
●講　師：皮膚・排泄ケア認定看護師　
　　　　　青木　かずみ

９. ＮＳＴ学習会
日時：７月24日（月）17：30～19：00
場所：講堂
●テーマ：①糖尿病の栄養管理（60分）
　　　　　②妊娠糖尿病（30分）
●講　師：①内分泌代謝内科医師　家城　恭彦
　　　　　②糖尿病看護認定看護師　金盛　佐紀子

10. 感染予防対策学習会

日時：①7月28日（金）17：30～18：05
　　　②7月31日（月）17：30～18：05
場所：講堂
●テーマ：耐性菌について学ぼう（仮）　　　
●講　師：臨床検査技師　柴山　直美　

11. 看護研修　
《衛星研修S-QUE Eナース》 
（１）日時：７月12日（水）17：30 ～ 18：30
　　場所：看護外来
　　●テーマ：輸液管理の基本～滴下計算から
　　　　　　　小児・高齢者対策まで 

　　　
（２）日時：７月26日（水）17：30 ～ 18：30
　　場所：看護外来
　　●テーマ：Dr.大島一太の心電図講座シリーズ
　　　　　　　心電図レベルアップ！中級編

《看護助手研修のご案内》　　
日時：８月７日（月）第1回目13：30～14：30
　　　　　　　　　　第2回目15：00～16：00
場所：講堂
●内　容：①移乗、搬送の援助
●目　的：看護補助者として必要な技術を習得する。
●対　象：看護補助者

研修・講演・勉強会のご案内〈７月分〉

（１）房室ブロックにて紹介され、診断のためにPET検査が有用であり、ペースメーカー植え込みを回避
　　　できた心臓サルコイドーシスの症例
　　　　　（紹介医）長森興南クリニック　長森　正則先生 循環器内科　寺崎　敏郎

（２）高齢で心房細動、糖尿病を合併した子宮体癌の１例
　　　　　（紹介医）家城産婦人科医院　　家城　匡純先生 産婦人科　長谷川　徹

７月７月

１. 地域連携・開放型病床症例検討会
日時：７月11日（火）19：00～20：15
場所：当院３階　講堂

２）症例検討

予告予告
※8月の開催は、ありません。
日時：平成29年９月12日（火）19：00～20：15
場所：当院３階　講堂
内容：①ミニレクチャー（担当）外科
　　　②症例検討　2例（耳鼻いんこう科頭頸部外科・歯科口腔外科）
　

日本呼吸器学会は本年4月に、「成人肺炎診療ガイドライン2017」を作成しました。本学会ではこれ
までにも、成人市中肺炎、成人院内肺炎、医療・介護関連肺炎の各ガイドラインをだしてきましたが、
今回これら３指針を統合しました。これは日本人の死因の第三位が肺炎であり年間120万人が死亡して
いること、2030年にはさらに40万人の超過死亡が見込まれこのままでは医療資源が限界を迎える可能
性もあることが背景として挙げられます。今回のガイドラインでは成人院内肺炎と医療・介護関連肺炎
を一つの診療区分にまとめたことが大きな改定点です。この区分においては初期の段階で「老衰、終末
期状態の判断」や「易反復性の誤嚥性肺炎のリスク判断」を行い、これらの状態に該当すると判断した
場合には緩和ケアを含む「個人の意思の尊重」を選択肢として提示するといった、いままでの治療指針
から踏み込んだ見解が提唱されました。

『成人肺炎診療ガイドライン2017について』 呼吸器内科　石浦　嘉久

１）内容：ミニレクチャー　

※①②とも同じ内容です。
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医師対象：腹部エコーハンズオンセミナー（初級）のご案内

★ふれあい地域医療センター　TEL：076-422-1112（代） 内線2989　FAX：076-422-1154（直）

　腹部エコーは腹部疾患の診療に欠かせない検査の１つです。また、近年では超音波診断装置の分解能、操作性
などが飛躍的に上昇し、初学者でも扱いやすい装置が増えています。今回は腹部エコーの走査法や評価ポイント
をハンズオン形式で解説します。

平成29年8月6日（日）14：00～16：30
富山市民病院　集団指導室（３階）　

（１）ミニレクチャー：「腹部症状を伴う疾患のエコー像」
（２）腹部エコーハンズオン
※個人指導となりますので、先着10名までとさせて頂きます。
　参加をご希望の方は、ふれあい地域医療センターまでご連絡ください。

日 時日 時
場 所場 所
内 容内 容

２. 内科ＣＰＣ
７月は開催がありません。

３. 富山地域リハビリテーション研修会
日時：７月７日（金）18：00～19：00
　　 （受付17：30～）
場所：講堂
●テーマ：地域包括ケアシステムの確立に向けて
●講　師：金城大学医療健康学部教授
　　　　　木林　勉先生（理学療法士）

４. 緩和医療委員会 学習会
日時：７月11日（火）17：45～18：45
場所：看護外来
●テーマ：疼痛マネジメント
●講　師：緩和ケア内科医師　桶口　史篤

 
５. 医療機器研修会

日時：７月25日（火）17：45～18：15
場所：医局カンファレンス室
●テーマ：やさしく学ぶ！わかりやすいNPPV
　　　　 （非侵襲的陽圧換気） 
●講　師：当院臨床工学技士　

　 
６. 糖尿病研究会定例学習会

日時：７月13日（木）17：45～18：30
場所：看護外来
●テーマ：糖尿病について
●講　師：内分泌代謝内科医師　清水　暁子

７. 接遇力向上研修会（体験学習）

日時：第１回目　７月７日（金）13：15～16：00
　　　（第１回目は申込み締切をしていますが、参加
　　　ご希望の場合は、お問い合わせください。）
　　　第２回目　7月28日（金）13：15～16：00
場所：講堂
●テーマ：トラブルを未然に防ぐ接遇力と院内
　　　　　コミュニケ―ション
●講　師：接遇向上委員会委員長
　　　　　医師　置塩　良政

※5分前には受付を済ませ、着席ください。

※２回とも同じ内容です。

※昨年度とほぼ同じ内容です。また、第１回と２回
とも同じ内容です。各施設２名程度の参加でお願
いいたします。なお第２回目の締め切りは、７月
1４日（金）です。現在までにお申し込みの分に
ついては、受理しております。

８. 褥瘡対策学習会
日時：７月28日（金）17：45～
場所：集団指導室
●テーマ：病院における褥瘡のマネジメント
●講　師：皮膚・排泄ケア認定看護師　
　　　　　青木　かずみ

９. ＮＳＴ学習会
日時：７月24日（月）17：30～19：00
場所：講堂
●テーマ：①糖尿病の栄養管理（60分）
　　　　　②妊娠糖尿病（30分）
●講　師：①内分泌代謝内科医師　家城　恭彦
　　　　　②糖尿病看護認定看護師　金盛　佐紀子

10. 感染予防対策学習会

日時：①7月28日（金）17：30～18：05
　　　②7月31日（月）17：30～18：05
場所：講堂
●テーマ：耐性菌について学ぼう（仮）　　　
●講　師：臨床検査技師　柴山　直美　

11. 看護研修　
《衛星研修S-QUE Eナース》 
（１）日時：７月12日（水）17：30 ～ 18：30
　　場所：看護外来
　　●テーマ：輸液管理の基本～滴下計算から
　　　　　　　小児・高齢者対策まで 

　　　
（２）日時：７月26日（水）17：30 ～ 18：30
　　場所：看護外来
　　●テーマ：Dr.大島一太の心電図講座シリーズ
　　　　　　　心電図レベルアップ！中級編

《看護助手研修のご案内》　　
日時：８月７日（月）第1回目13：30～14：30
　　　　　　　　　　第2回目15：00～16：00
場所：講堂
●内　容：①移乗、搬送の援助
●目　的：看護補助者として必要な技術を習得する。
●対　象：看護補助者

研修・講演・勉強会のご案内〈７月分〉

（１）房室ブロックにて紹介され、診断のためにPET検査が有用であり、ペースメーカー植え込みを回避
　　　できた心臓サルコイドーシスの症例
　　　　　（紹介医）長森興南クリニック　長森　正則先生 循環器内科　寺崎　敏郎

（２）高齢で心房細動、糖尿病を合併した子宮体癌の１例
　　　　　（紹介医）家城産婦人科医院　　家城　匡純先生 産婦人科　長谷川　徹

７月７月

１. 地域連携・開放型病床症例検討会
日時：７月11日（火）19：00～20：15
場所：当院３階　講堂

２）症例検討

予告予告
※8月の開催は、ありません。
日時：平成29年９月12日（火）19：00～20：15
場所：当院３階　講堂
内容：①ミニレクチャー（担当）外科
　　　②症例検討　2例（耳鼻いんこう科頭頸部外科・歯科口腔外科）
　

日本呼吸器学会は本年4月に、「成人肺炎診療ガイドライン2017」を作成しました。本学会ではこれ
までにも、成人市中肺炎、成人院内肺炎、医療・介護関連肺炎の各ガイドラインをだしてきましたが、
今回これら３指針を統合しました。これは日本人の死因の第三位が肺炎であり年間120万人が死亡して
いること、2030年にはさらに40万人の超過死亡が見込まれこのままでは医療資源が限界を迎える可能
性もあることが背景として挙げられます。今回のガイドラインでは成人院内肺炎と医療・介護関連肺炎
を一つの診療区分にまとめたことが大きな改定点です。この区分においては初期の段階で「老衰、終末
期状態の判断」や「易反復性の誤嚥性肺炎のリスク判断」を行い、これらの状態に該当すると判断した
場合には緩和ケアを含む「個人の意思の尊重」を選択肢として提示するといった、いままでの治療指針
から踏み込んだ見解が提唱されました。

『成人肺炎診療ガイドライン2017について』 呼吸器内科　石浦　嘉久

１）内容：ミニレクチャー　

※①②とも同じ内容です。



１

れんけいれんけい とと支援支援
地域医療支援病院 富山市民病院

　当院小児科は近隣地域の子ども達の健康管理のみならず、当院職員の子ども達の健康管理も担って
おります。また、本年４月からは富山市が運営する“まちなか総合ケアセンター”にできた病児保育
室に預けられた子ども達の全面的な健康管理も行っています。少子化の昨今に於いて小児科外来を訪
れる患者の数は年々減少しつつあり他の診療科に比べ地味な存在ですが、子ども達が健康を維持して
こそ家族が明るくいきいきと働くことができ現在及び未来に繋がる社会を創造できるとの信念で日々
診療にあたっております。

診
療
科
紹
介 小 児 科 の 紹 介小 児 科 の 紹 介

Face to Face, Heart to Heart

地域の医療・保健・介護・福祉の方とともに、皆様の健康をお守りします。
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　皮膚・排泄ケア認定看護師とは、創傷やストーマ・排泄の看護分野において看護技術と知識を用いて、水準の高
い看護実践を行うことができる日本看護協会が認定した看護師を言います。
　現在地域の方々と一緒に行っていることは、褥瘡対策学習会を地域の病院や施設の方に公開し、褥瘡ケアについ
て一緒に学んでいます。この時に褥瘡ケアに関しての症例を持参され、ケア方法についてともに考えています。ス
トーマケアに関しては、ストーマを造設した患者さんが安心して在宅療養に移行できるように、退院後訪問を実施
しています。訪問看護師の方と同時に訪問をすることもでき、継続したケアが実施できています。
　昨年度から、褥瘡ケアに対して訪問看護の準備を整えました。真皮を超える褥瘡に対して専門性の高い訪問看護
を行いたいと考えております。訪問に関しては、事前の予約が必要となります。また、当院からストーマを造設し
て退院された患者さんに対して、訪問看護師の方を対象に相談お受けします。ストーマケアで困っていることや、
褥瘡に対しての訪問看護の依頼などございましたら、ふれあい地域医療センターまでご連絡をください。

「れんけいと支援」に関するお問い合わせは、ふれあい地域医療センターまでご連絡ください。
送付を希望されない方はお申し出ください。
TEL  076（422）1114 ／ FAX  076（422）1154
メールアドレス fureairenkei@tch.toyama.toyama.jp

ホームページ http://www.tch.toyama.toyama.jp/　がん・なんでも相談室：メールアドレス shien@tch.toyama.toyama.jp

編集後記 　上手に付き合っていかなくてはいけない病気や障がい。自分の病状や体力にあった仕事を見つ
けたいという方の為に、ハローワーク富山の出張相談が院内で実施されています。働きたい思い

への支援は、充実してきています。病気になったことで必要になる支援はたくさんあります。病院は病気の治療だ
けを行う場所ではなく、患者さんの生活全般を支えることを考え各方面の方々とつながり支援の手を広げていく役
割を担う場所でもあります。患者さんとの関係、関係方々との関係を大切にしていきたいと思います。

（精神デイケア科　中村里佳）

　本年４月から富山市まちなかに病児保育室がオープンしました。子どもが病気になって
も仕事を休まなくてもすむように、働くお母さんとしての女性がいきいきと暮らせる社会
を目指し設立されました。毎日まちなか病児保育室まで往診し診察しております。
　昨年度の当院小児科への入院は合計631人ありました。大きな変化としては、インフル
エンザ菌や肺炎球菌ワクチンなどの予防接種の拡大に伴い、肺炎・気管支炎の数のみなら
ず重症化する患者数も減少してきていることです。しかし一方、アレルギー疾患やてん
かんなどの神経疾患はむしろ増加してきています。このような背景もあり、より専門性の
高い医療を提供するために神経、循環器、アレルギーなどの専門外来での診療にも力を入
れております。
《メンバー》
　本年４月から、橋本　郁夫小児科部長、柴田　幸小児科医長、高﨑　麻美医師、加藤泰
輔医師の４人の常勤メンバーと２名の非常勤医師（山谷　美和医師、舌野　陽子医師）の
体制で行っております。 （文責　小児科　橋本郁夫）

Brand-new topicブランニュー  トピック

日本看護協会認定　　　 
皮膚・排泄ケア認定看護師

青木かずみ

左から 加藤医師、柴田医長、橋本部長、高﨑医師、舌野医師

月の休診日
内科
清川
石浦
蓑内
寺﨑 靖
打越
清水
芝
山田
杉本
外科・消化器外科・乳腺外科
泉
北川
吉川
寺田
呼吸器・血管外科
瀬川
湖東
土岐

整形外科・関節再建外科
澤口   
五嶋  
重本
岩井
麻酔科　
高木
松浦
黒田
五十嵐
津田
精神科
伊東
西田
形成外科
置塩
宮下

6 日
27日 、28日
14日
21日
6日
14日
11日
3日
11日

6日、13日、20日
31日
12～14日
21日

13日
13日
6日

7日、 14日、 21日、 28日
27日
7日、 14日、 21日、 28日
7日、28日

11日
20日、21日
7日
20日
11～14日

31日
13日、14日

12日、19日
31日

７
産婦人科
三輪
眼科
山田
耳鼻いんこう科・頭頸部外科
加藤
歯科口腔外科　　　　
寺島

14日

25日、26日

21日

31日

住み慣れた地域で、患者さんを支えたい！

（問い合わせ先）富山市民病院　ふれあい地域医療センター　TEL：076-422-1112（代）内線2989

作・病院ボランティア　篠崎佳子


